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研究成果の概要 

小腸はかつて病気が少ないとされていたが近年多く病気が存在することが明らかとなってきている。さ

らにバルーン内視鏡、小腸内視鏡の発達で原因に対してもアプローチが可能となってきつつある。 

本年度はパイプラインが完成し、潰瘍性大腸炎、クローン病患者における小腸からのサンプルを取得し、

新規細胞集団を同定しマウスの腸管細胞との相関に対して報告した（Tanemoto S. Sujino T. Front. 

Immu. 2022）。実際に、マウスで抑制系の細胞集団として CD4+ CD8+となる細胞集団は、人においても 3

つの集団となり、MAIT、制御性 T 細胞、CD4+CD8A+ T 細胞であった。その中で遺伝子発現的にマウス

CD4+CD8a+ T cell と近い細胞集団も CD4+CD8A+CD27— T cell であり炎症性腸疾患で割合が減少してい

ることを確認した。本研究を通じてパイプライン運用を開始し、小腸疾患に対して追加で数件のサンプ

ル取得、解析が完了した。小腸難病疾患において特に小腸移植における移植後の対移植片反応の際にお

ける免疫細胞の挙動に着目し、定期的にシングルセル解析を通じて細胞の解析を行なっている。 
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